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グループ事業概要 
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2019年４月１日 
株式会社レスターホールディングス スタート  

エレクトロニクス総合商社を目指します 
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2018年９月 株式会社UKCホールディングスと株式会社バイテックホールディング
スの経営統合のお知らせ 

2018年11月 2019年３月期 第２四半期決算発表 

株式会社ＵＫＣホールディングスと株式会社バイテックホールディング
スの経営統合による統合効果及び株主還元方針に関するお知らせ 

臨時株主総会開催 

2019年２月 2019年３月期 第３四半期決算発表 

2019年３月 株式会社バイテックホールディングスとの経営統合にかかる基準日
後株主への議決権付与に関するお知らせ 

2019年４月 株式会社レスターホールディングス スタート 

統合までの道のり 
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経営理念 
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目指す姿 

2020年３月期(統合初年度) 

【改  革】 
2021年３月期～ 

【飛  躍】 

エレクトロニクス 
総合商社 

成長基盤の確立 
融合の完了 
事業最適化 

革新的な経営 
共創の深化 
事業多角化 

売上高 
一兆円超 

シナジーの創出 



エレクトロニクス総合商社 

半導体及び電子部品 

事業 

デバイス EMS 電子機器 調達 ｼｽﾃﾑ機器 エネルギー 新電力 植物工場 

調達 

事業 

電子機器 

事業 

環境エネルギー 

事業 

事業領域 



  

  

  

■デバイス 
 お客様の多様なニーズにお応えすべく、ソニー製をはじめとした国内外の最先端半導体・高機能電子部品や
エネルギー・環境関連の商材を取り扱っております。当社グループのグローバルネットワークを通じて、幅広い商
品群と高度なサポート、技術サービスにより、最適なソリューションをご提供いたします。 

■EMS 
 最先端の実装技術ときめ細やかな購買、生産管理、品質保証機能を有する中国東莞やベトナムの自社工場
において、お客様のニーズにマッチした高品質な電子機器受託製造サービスをご提供いたします。 

■信頼性試験・環境物質分析サービス 
 半導体・電子部品・電気電子製品等に対する各種評価試験や有害物質化学分析等のご依頼に長年の経験
に裏打ちされた確かな専門技術でお応えいたします。製品の開発から販売に関わる皆様に信頼されるパート
ナーでありたいと願い日々技術を研鑚し、サービス向上に努めています。 

■システムエンジニアリング 
 経験豊富なエキスパートエンジニアが、LSI設計、評価、テスト、センサー技術等の特徴ある専門性を最大限に
発揮し、高品質な設計サービスを通じて半導体、LSIマーケットに貢献いたします。 
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事業概要  

半導体及び電子部品事業 



  

  

  

 お客様のニーズにマッチしたスキームの提供により、グローバルな調達を支援する「調達トレーディングサービス」と、調
達関連のアウトソーシングを請負う「調達付帯業務受託サービス」を通じ、お客様のモノづくりに貢献いたします。  
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調達事業 

事業概要  

電子機器事業 

■電子機器 
 放送、ビジネス、教育、医療、公共の場、F.A、セキュリティ等の様々な分野の多岐にわたるお客様のニーズに
対して、最先端の映像・音声技術やデータ処理技術を通じて、最適なソリューションをご提供いたします。 

■計測機器 
 電子計測器のご紹介から測定技術、利用技術、システム技術・設計のノウハウ、お客様のニーズに適したア
プリケーションをご提供いたします。さらに修理や計測校正サービスなどお客様の研究・開発から販売に至るあ
らゆる段階においてサポートしてまいります。 

■システム機器 
 当社グループに蓄積されたデジタル・通信等の基幹技術をベースに、ソニーの非接触ICカード（FeliCa）をはじ
めとしたNFC（近距離無線通信）技術を融合し、「セキュリティ・セーフティ」をキーワードとした応用製品の開発、
製造、販売を行っています。独自性の高いシステム機器を通じて、より安全で快適な生活を提案してまいります。 



  

  

  

■エネルギー 
 全国にメガソーラー発電所を展開、さらに北海道エリアでは、風力発電所を事業展開するなど再生可能エネ
ルギーの導入および普及に向けて、地域と共存した運営管理サービスを行っています。 

■新電力 
 再生可能エネルギーを中心に、発電および電力の供給業務、電力の売買業務および売買の仲介業務、電力
事業に関するコンサルティング等のサービスを提供し、総合エネルギーマネジメント事業を目指しています。 

■植物工場 
 大手スーパーマーケット、コンビニエンスストア、外食チェーン等へ向けて完全密閉型の植物工場で生産した
安全性の高い野菜を出荷しています。現在5工場が稼働中であり（2019年3月現在）、うち4工場で農業の国
際規格GLOBALG.A.P.（Good Agricultural Practice）を取得、5工場目も2019年に認証の取得予定です。今後
もさらに事業展開を進めてまいります。 
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事業概要  

環境エネルギー事業 
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2020年３月期 通期連結業績予想 
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2020年３月期 通期連結業績予想  

※2019年３月期の業績は株式会社ＵＫＣホールディングス及び株式会社バイテックホールディングスの単純合算 

＜補足＞ 

半導体及び電子部品事業における仕入先（中華映管股份有限公司）の会社更生手続の申立てによる影響や、 

統合によるのれんの算定が現時点では困難なため、確定次第、速やかにお知らせいたします。 

2019年３月期 2020年３月期
（参考）※ （予想） 増減額 増減割合

（単位：百万円）
前年同期比

売上高 394,291

営業利益 8,646 8,000 △ 645  △ 7.5%

4.0%15,708410,000

 △ 7.1%

親会社株主に
帰属する当期純利益

3,954 4,000 45 1.1%

経常利益 6,998 6,500 △ 498
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株主還元方針 

 

総 還 元 性 向※ ： 50％以上 
 

※配当及び自己株買いによる株主還元の合計金額を純利益で除した指標 
 

・中期的に安定的かつ継続的な配当の維持 
・将来の成長に向けての戦略投資を積極的に実施することで、 
 更なる利益の拡大・継続的な資本効率等の改善と向上を実現 
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2019年３月期 決算（連結）概況 
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株式会社ＵＫＣホールディングス 
 

2019年3月期決算概況 
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2019年３月期 ハイライト 

金額 構成 金額 構成 金額 構成 増減金額 増減率 増減金額 増減率

売上高 301,449 100.0% 220,000 100.0% 205,771 100.0% ▲95,678 ▲31.7% ▲14,228 ▲6.5%

売上総利益 15,771 5.2% 14,800 6.7% 15,513 7.5% ▲257 ▲1.6% ＋713 ＋4.8%

SGA 11,386 3.8% 10,300 4.7% 11,005 5.3% ▲381 ▲3.3% ＋705 ＋6.8%

営業利益 4,384 1.5% 4,500 2.0% 4,508 2.2% ＋124 ＋2.8% ＋8 ＋0.2%

経常利益 3,908 1.3% 4,000 1.8% 4,198 2.0% ＋290 ＋7.4% ＋198 ＋5.0%

親会社株主に帰属
する当期純利益

2,129 0.7% 2,800 1.3% 2,192 1.1% ＋63 ＋3.0% ▲607 ▲21.7%

EPS（円） 135.64 178.38 139.69
ROE 5.6% 5.6%

（単位：百万円）
2018年３月期実績

2019年３月期予想
（2018/5/11公表）

2019年３月期実績 前年同期比 予想比

 売上高：前年同期比▲956億円(▲31.7％) 商流変更及び収益性等を重視した既存事業の見直し等により減収 

売上総利益：前年同期比▲2.5億円（売上総利益率＋2.3％）   

          相対的に利益率の低い製品の売上割合が減少し、売上総利益率は大幅向上 

営業利益：前年同期比＋1.2億円 高付加価値事業の増加と過年度貸倒引当金回収等によるSGA削減▲3.8億円 

経常利益：前年同期比＋2.9億円 営業利益増に加え、為替差損益が改善（前年同期▲0.9億円⇒＋3.2億円） 

親会社株主に帰属する当期純利益：前年同期比＋0.6億円 
          統合関連費用が発生したものの、経常利益の増加に加えて、 
          前年度の特殊要因（過年度決算訂正関連費用）の影響がなくなり、微増 
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2019年３月期 半導体及び電子部品事業 

  ソニー半導体 
    サムスングループ向けソニー半導体・電子部品の 
     販売終了により減収 

  その他半導体・電子部品 
    プロダクト採算性改善策により減収も、 
     車載向けタッチパネルや電子材料は堅調 

  EMS 
中国工場の稼動改善やベトナム工場の 
稼働堅調により増収 

  セグメント利益 
    プロダクトミックスの変更による収益力強化と 
     貸倒引当金の回収によるSGAの改善等により微増 
    セグメント利益率は前年同期1.4％から2.1％へ改善 

セグメント 
利益 

     39.5       39.5 

1,517  

705  

161  

168  

938  

747  

208  

234  

2018年3月期 2019年3月期 

2,824 ▲970 
(▲34.4%) 1,853 

+26 

▲191 

+7 

▲812 
ソニー半導体 

ｿﾆｰｺﾝﾎﾟｰ
ﾈﾝﾄ 

その他半導体・ 
電子部品 

EMS 

（億円） 



  

  

  

セグメント 
利益 

      4.0        5.8 
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2019年３月期 電子機器事業 

  業務用電子機器ビジネス 
   放送局及びポストプロダクション向けを中心に 
     大型案件増により増収 

  イメージセンシングビジネス 
   下期に半導体・液晶製造装置関連需要が停滞し微減 

  セグメント利益 
   増収効果に加えて、 
   高付加価値ソリューションビジネスの伸長、 
   コストの徹底的な見直し等により、 
   セグメント利益は大幅増 

142.9 156.2 

34.6 
32.9 3.5 
3.8 

2018年3月期 2019年3月期 

180.9 
+11.9 

(+6.6％) 
192.8 

+0.3 

▲1.7 

＋13.4 

業務用 
電子機器 

ISS 

ｿﾌﾄｳｪｱ 

（億円） 
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2019年３月期 システム機器事業 

  非接触ICカード関連ビジネス 
  ・電子マネーの用途の広がりは継続 
  ・12月に市場導入した非接触クレジットカード対応 
  電子マネー端末の効果により増収 
  ・オフィス需要向け入出管理ビジネスの伸長 

信頼性試験・環境物質分析サービス※ 

  車載、太陽光向け半導体及び電子部品試験が堅調 
  ※第4四半期より半導体及び電子部品事業に包含 
   （4Q売上高：3.4億円） 

  セグメント利益 
  上記セグメント移管により、セグメント利益は減少 

17.4 
19.5 

10.7 8.4 

2018年3月期 2019年3月期 

28.0 
▲0.1 

(▲0.5％) 27.9 

＋2.2 

▲2.3 

非接触IC 
カード関連 

信頼性試験/ 
分析サービス 

セグメント 
利益 

      2.0        1.5 

（億円） 



  

  

  

 

2019年3月期 財政状態(バランスシート) 

総資産 

前期末比 主な増減要因 

負債 

純資産 

・現預金     ▲4,651百万円 
・売上債権※     ▲11,582百万円 
・たな卸資産     ▲1,475百万円 

・仕入債務       ▲7,423百万円 
・短期借入金    ▲7,423百万円 
・1年内返済予定長期借入金 
           ▲2,300百万円 

自己資本 
比率 

＋5.6％ 

・親会社株主に帰属する 
  当期純利益    2,192百万円 
・利益剰余金からの配当 
           ▲1,451百万円 
・その他の包括利益累計額の 
 変動額           ▲1,679百万円 

▲17,872 

▲18,783 

▲910 

総資産の圧縮による増加 
※電子記録債権含む 

18/3月末 19/3月末
現預金 18,162 13,511

売上債権※ 62,166 50,583
たな卸資産 22,460 20,984
貸倒引当金 -626 -776
その他 5,263 3,987

流動資産計 107,426 88,289
有形・無形固定資産 3,363 3,636
固定化営業債権 10,440 9,774
貸倒引当金 -11,635 -10,515
その他 6,548 6,175

8,717 9,071
116,144 97,361

仕入債務 32,554 25,130
短期借入金 35,518 28,095
1年内返済長期借入金 2,300 -                
その他 4,965 4,651

流動負債計 75,338 57,878
固定負債計 1,036 624

39,768 38,858

33.9% 39.4%

2,506.08 2,446.29

固定資産計
総資産

（単位：百万円）

純資産

自己資本比率

BPS（円）
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2019年3月期 財政状態(キャッシュ・フロー) 

営業 
ＣＦ 

19年3月期 

投資 
ＣＦ 

財務 
ＣＦ 

現金及び 
現金同等物 

主な増減要因 (百万円) 18年3月期 

・有形固定資産の取得    ▲873百万円 
・定期預金の払戻による収入    1,200百万円 
・定期預金の預入による支出    ▲950百万円 
・投資有価証券の取得    ▲363百万円 

・短期借入金の純減   ▲9,247百万円 
・長期借入金の返済   ▲2,300百万円 
・配当金の支払額   ▲1,455百万円 

・税金等調整前当期純利益     2,551百万円 
・売上債権の減少    11,355百万円 
・たな卸資産の減少      1,448百万円 
・仕入債務の減少   ▲7,133百万円 

12,961 

▲1,199 

17,362 

▲3,793 

＋2,247 

▲176 

＋10,067 

▲13,133 
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株式会社バイテックホールディングス 
 

2019年3月期決算概況 



  

  

  

業績ハイライト 

【決算のポイント】  

※PL換算レート（円/米ドル）：2018/3期  110.81円 、2019/3期  110.99円           

（単位：百万円） 

 売上高  調達事業が伸長した結果、前年同期比101.4%を達成 

 経常利益  営業利益率改善と為替差損計上により、前年同期比8.8%増 

 ＲＯＥ  前年比1.0pt悪化したが、10％以上は維持   
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貸借対照表の推移 

【ポイント】  

※BS換算レート（円/米ドル）：2018/3月末  106.24円 、2019/3月末 110.99円 

（単位：百万円） 
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貸借対照表（主要科目）の推移 

4,145  3,737  4,700  
現金預金

5,845 

24,670  23,747  

30,590  売上債権
27,188 

12,266  15,839  

16,951  
棚卸資産

22,806 

15,668  
14,843  

15,802  

有形固定資

産16,307 
4,122  

5,773  

8,931  

その他 
9,659 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

2016/3末 2017/3末 2018/3末 2019/3末 

※借入金、リース債務は短期、長期の合計 

13,829  17,140  
20,600  仕入債務

19,883 

16,228  
13,097  

19,085  
借入金
22,124 

12,248  11,805  

11,284  
リース債務

10,849 
13,209  14,242  

15,672  
株主資本

16,494 5,357  
7,655  

10,333  

その他  

12,455 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

2016/3末 2017/3末 2018/3末 2019/3末 

資産 負債・純資産 
（単位：百万円） 
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連結営業利益増減要因分析 
（単位：百万円） 

3,130  
4,137  

2018/3期 2019/3期 

調達事業 
粗利益 

デバイス事業 
粗利益 環境事業 

粗利益 
販管費 
増加 

【営業利益】 
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事業セグメント別情報 
（単位：百万円） 

132,025  122,967  

13,127  
10,313  

40,730  55,238  

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

200,000

2018/3期 2019/3期 

デバイス 環境 調達 

売上高 営業利益 

1,377  

2,417  
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配当の実績 

【一株当たり配当金】 

17 25 25 25 
35 

18 

25 25 30 

35 5 
5 

0

35

70

105

2015/3期 2016/3期 2017/3期 2018/3期 2019/3期 

中間 期末 記念配当 特別配当 

【配当の基本的方針】 

積極的かつ安定的な利益還元 連結配当性向 目標50％ 

（単位：円） 

56.7% 

46.2% 
50.1% 

55.0% 

34.1% 
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＜将来の見通しに関する注意事項＞ 
 
このプレゼンテーションに掲載されている当社の現在の計画、見通し、戦略は、将来の業績に関する見通しであり、これら
は現在入手可能な情報から得られた当社の経営者の判断に基づいております。 
 
実際の業績は、様々な外部要因、内部要因の変化により、これらの業績見通しとは異なる結果となる可能性があります。 
 
実際の業績に影響を与えうる重要な要素には、世界・日本経済の動向、急激な為替相場の変動ならびに戦争・テロ活動、
災害や伝染病の蔓延等があります。 

＜お問い合わせ先＞ 
 

 
広報・CSR・IR部  高嶋、吉田、渡邊 

Mail to：irpr@restargp.com 

mailto:ir@restargp.com
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売上高推移（ご参考） 
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単位：百万円 

  10.3月期 11.3月期 12.3月期 13.3月期 14.3月期 15.3月期 16.3月期 17.3月期 18.3月期 19.3月期 
Restar 

20.3月期予想 

UKC 215,162 303,585 252,991 278,160 301,428 253,811 276,709 273,752 301,449 205,771 

410,000 VITEC 121,782 130,417 122,662 102,242 109,038 118,703 145,415 138,841 185,883 188,519 

合計 336,944 434,002 375,653 380,402 410,466 372,514 422,124 412,593 487,332 394,290 


